
ふれあい、思いやり、そして握手

本 日 第２０２５回 ２０１２年９月７日(金） No.１９１５

本日のプログラム Today's Program 卓話担当者：新世代奉仕委員会

点 鐘 卓話者：古橋エツ子委員長

ロータリーソング「君が代」・「奉仕の理想」 演 題：「新世代奉仕月間に因んで」

前 回 第２０２４回 ２０１２年８月３１日（金） 記 録

○斉 唱：｢それでこそ ロータリー｣

○来訪者：尾張旭市子ども会連絡協議会

会 長 西塚 浩美様

スポーツ担当 速水 暁子様

○出席者：会員28名中22名出席 出席率78.57％

前々回補正出席率は８月11日分71.41％

会長あいさつ 井田 武憲

久し振りの例会場での例会、ほっとした気分になり

ます。お盆は、いかがお過ごしでしたでしょうか。

さて、８月11日の伊那RCとの交流納涼例会ですが、

あいにくの雨のため新築されたばかりの立派な屋内ホ

ールにて例会が行われました。次に、ガバナー公式訪

問時には本年度の方針～touch the Rotary ～ ふれ

あい、思いやり、そして握手。

・会員増強・東日本大震災被災高校生支援・地区内交

流の活性化・オンツーリスボン等が、ビデオと卓話で

主旨説明がありました。特に、被災高校生支援につき

ましては、会員の皆様のご支援をよろしくお願いいた

します。本日、尾張旭RCの本年度事業「健康づくり

支援活動による東日本災害地復興事業」についての具

体的な説明がありましたが、この件につきましてもよ

ろしくお願いいたします。

先日、2013・2014年度青少年交換留学生に本会より

推薦しました。県立明和高校の２年生（女子）が選考

会により合格通知が届きました。すでに８月25・26と

オリエンティーションに参加して頑張っています。今

後、例会への出席、受ける留学生のホームスティ依頼

がありますが暖かく見守っていただきたいと思います。

最後に、移動例会、休会のため連絡、打ち合わせが

不十分だったとは思いますが、幹事ともども頑張って

おりますのでご理解いただき、更なるご協力をお願い

いたします。

幹事報告
・8/22 地区クラブ研修・ロータリー情報委員長会議

於名鉄グランドホテル 西尾ロータリー情報委員長

出席

・8/25 菊武学園夏まつり 於名古屋経営短期大学

桜井幹事、古橋広報委員長、加藤清久副幹事出席。

・8/28 地区職業奉仕委員長会議 於名鉄ニューグラ

ンドホテル 伊豆原職業奉仕委員長出席。

・本日の会合：第３回OFDY委員会

・次回の会合：第６回理事役員会

・例会変更のお知らせ：別紙。

ニコボックス
○お邪魔します。今日もよろしくお願いします。

（瀬戸ＲＣ） 水野 和郎君

○尾張旭市子ども会連絡協議会、スポーツ大会のご成

功を祈念します。松原 樹君お元気でした。皆さまに

よろしくとのことでした。 井田 武憲君

○尾張旭市子ども会連絡協議会 西塚会長、速水スポ

ーツ担当をお迎えして。

桜井 雅博君、古橋エツ子君、箕輪 良孝君

新世代のための月間およびＯＦＤＹ月間

９月１４日（金） ９月２１日 （金） ９月２９日 （土） １０月 ５日 （金）

例 卓話担当者：奉仕委員会 卓話担当者：広報委員会 28日（金）振替 卓話担当者：米山奨学委員会

会 卓話者：伊豆原浩二委員長 卓話者：古橋裕志委員長 月見例会 卓話者：缶 博涵 様

予 演 題：「環境に配慮した 演 題：「広報委員会に 於良福寺 書院 （米山奨学生）

定 次世代交通の動向」 ついて」 演 題：「私が感じた日本」

３分間

ｽﾋﾟｰﾁ 伊豆原浩二君 舟橋 龍秀君 なし 水野 幸彦君



○本日の卓話を楽しみにしています。

浅野 善吉君

○秋近し ソロで奏でる 虫の声 古橋 裕志君

○飯田 幸雄さん、写真をありがとうございました。

加藤 清久君、唐井 仁一君、桜井 雅博君

西尾 輝久君、古橋 裕志君、森 和実君

○伊那国際ゴルフクラブで行われた尾張旭ＲＣゴルフ

コンペで優勝しました。 森 和実君

○伊那・尾張旭ＲＣ交流納涼例会、ありがとうござい

ました。 加藤 清久君

○伊那・尾張旭ＲＣ合同ゴルフコンペ、３位に入賞し

ました。グロス92は伊那国際で、ベストスコアです。

加藤 清久君

○先日伊那での交流納涼例会では古橋君はじめ皆さま

に大変お世話になりました。 飯田 幸雄君

○明日は二百十日、先日、地震想定が発表されました、

安全の確保は最重要ですネ。私たちも考えましょう。

伊豆原浩二君

○お忙しの君 飯田 幸雄君

メダル贈呈
第40回尾張旭市子ども会連絡協議会へスポーツ大会

のメダル、金 45個 銀 45個 銅 30個贈呈。

ソフトボール、ドッジボール（高学年）、ドッジボー

ル（低学年）がスポーツを通じて心身の鍜錬を行い、

併せてスポーツのチームプレィから生み出される連帯

の心を強めることで、子ども会会員相互の親睦と交流

を深めることが目的で開催されます。

△左から井田会長、西塚子ども会会長、速水スポーツ担当

卓 話
ＯＦＤＹ委員長 大野 良之

そもそもＯＦ

ＤＹとは尾張旭

市と隣接地域に

居住する、青少

年の健全なる育

成の目的をもっ

て教育、文化、

スポーツの国際

的な振興を図る

ためにつくられ

た、基金です。

今回はＯＦＤＹについてのクラブフォーラムで、会

員の皆さま方にこれから、どのように活動していくか

いろいろと意見を伺うことで、集約させていただきま

した。

・青少年育成として、無形文化財的な方向へ向けたら

どうか

・「ヤングミュージックフェスタｉｎ尾張旭」の流れ

に沿って、中学、高校、児童合唱団への助成。

・交換留学生の支援も必要でないか

・ＯＦＤＹの本来の目的をもっと明確にすべき

・独立した資金の運用は時世に合わなくなっていない

か

・新世代奉仕委員会とＯＦＤＹ委員会の統合を視野に

入れてもいいではないか

・国際化への支援を主旨とすべきではないか

・東日本大震災の支援を当然すべきではないか、無理

なく効果的なものにすべき

・地域青少年に目を向けてもっと積極的に助成すべき

だ、例として各種スポーツ大会、演奏会、芸術、文化

等の大会の助成

・無理して動くことなく、クラブの度量にあった範囲

で活動すれば、いいのではないか

と多くの意見をいただきました。

この意見を参考にしていただき、今後のＯＦＤＹのあ

り方、運用を皆さま方で、もう一度みつめ直すことが

大事だと思います。 （まとめ、広報委員会）

フォーラム風景

です

第3回OFDY委員会報告
日時 2012年８月31日（金）13:40～

場所 商工会館内 第一会議室

議題１．前年度会計報告について

恒久基金の年間利息は、年次寄付金に振り返

る事で、承認される。

２．音楽演奏会協賛の件

原案通り、承認される。

３．「健康づくり」支援活動による、東日本被

災地復興支援事業の申請案件

申請資料の「予算書・行程表」を別途添付す

る事で、承認される。

ｲﾒｰｼﾞｷｬﾗｸﾀｰ

の｢あさぴ-｣

です。


